
(個人研究)

今年度の成果

・低密度核物質の形態
中性子星内殻や超新星爆発の際に、核物質は飽和密度以下の低密度においてパスタ相と呼ば
れる種々の形態をとると考えられている。このパスタ相に対するQMDシミュレーションで
発見された “中間相”が、数学的には高分子ブロック共重合体におけるものと同様の平均曲率
一定曲面として記述できることを提案し、論文としてまとめた。

・核物質における超流動
核物質における超流動性は中性子星の構造・進化から有限原子核の構造までを規定する性質
であるがその起源の多体論的理解はまだ十分ではない。本研究では、対称核物質における液
相-気相相転移に注目し、それによる対ギャップへの媒質偏極効果を相対論的模型で調べ、論
文としてまとめた。(投稿中)
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